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EXILE TAKAHIRO（歌手）「森羅記」

［お願い］■場内混雑の場合はお待ち願うこともあります。 ■場内での写真撮影、複写は固くお断りいたします。 ■場内での携帯電話のご使用はご遠慮ください。 ■ご入場は閉場30分前までとさせていただきます。
　　　　■会場内で出展者や著名人に声をかけたり、撮影は禁止しております。 ■会場内で大声でお話しする事は出来るだけ控えてください。 ■来場者の安全を守る為、皆様のご協力をお願いいたします。

［お問い合わせ］ 【企画】ラリス株式会社 代表取締役社長 松岡久美子 〒107-0051 東京都港区元赤坂 1-7-13 元赤坂大野ビル5F  ［TEL］03-5771-6555 ［FAX］03-5771-8833
■詳しくはラリス株式会社のホームページをご覧ください。 ［URL］http://www.laris.co.jp

宇崎竜童（音楽家）「ひまわり」 八代亜紀（歌手）「優しい刻」 山本陽子（女優）「椿」

桝本佳子（陶芸家）「白蛇」 SKE48北川愛乃（アイドル）「水平線」福田直樹（ボクシングカメラマン）「井上尚弥」

【文化人・芸能人部門】芦屋小雁（俳優）、宇崎竜童（音楽家）、海老原有紀（香道御家流）、大和田伸也（俳優）、鏡島爽利
かがみしまそうき（俳優）、亀ひろし（タレント）ぴんから史郎、川﨑麻世（俳優）、岸　ユキ（女優）、SKE48北川愛乃
（アイドル）、キンタロー。（タレント）、福本 ヒデ ザ・ニュースペーパー、松下 アキラ ザ・ニュースペーパー、
EXILE  TAKAHIRO（歌手）、玉置孝匡（俳優）、土屋アンナ(モデル・アーティスト）、土屋眞弓（着物着付師・書道家）、
ラトナ・サリ・デヴィ・スカルノ（タレント）、根本りつ子（女優）、原田直之（民謡歌手）、原田伸郎（歌手）、原田美紀
（女優）、藤あや子（歌手）、マイク眞木（ミュージシャン）、益若つばさ（モデル）、松村邦洋（タレント）、三澤威
(プロレスメディカルトレーナー)、八代亜紀（歌手）、山本富士子（女優）、山本陽子（女優）、若原 瞳（女優）
【ジュニア部門】鈴木 福（俳優）、鈴木 夢（女優）、鈴木 楽（俳優）、鈴木 誉（女優）、谷 花音（女優）
【特別協力出展】有馬賴底老師（相国寺・金閣寺・銀閣寺）、福山諦法（永平寺）、山田法胤（薬師寺）
【特別賛助出展】さいとう・たかを（劇画家）
【漫画家】大島司(漫画家)、須本壮一（漫画家）、山田貴敏（漫画家）
【特別写真家部門】高橋邦典（フォトグラファー）、福田直樹（ボクシングカメラマン）、宮嶋茂樹（報道カメラマン）
【ゲスト出展】Pema Gyalpo（prof）

【アーティスト部門】池田和広（日本伝統技術・金唐紙）、井上文太（画家）、逢香ouka（妖怪書家・書家）、
桝本佳子（陶芸家）、渡辺哲也（1級建築士・画家）
【27周年の歴史】浅香光代（剣劇女優）、芦野宏（シャンソン歌手）、綾小路きみまろ（漫談家）、叶恭子（モデル・
タレント）、川合伸旺（俳優）、小柳ルミ子（歌手）、竹脇無我（俳優）、中川翔子（タレント）、中原丈雄（俳優）、
林与一（俳優）
【27年の歴史特別記念】ネルソン・ホリシャシャ・マンデラ（南アフリカ共和国第8代大統領）、
ジグミ・ケサル・ナムゲル・ワンチュク（ブータン国王陛下）、ジェツン・ペマ・ワンチュク（ブータン国王妃殿下）、
安倍晋三（第98代内閣総理大臣）

【衆議院芸術議員連盟・国会議員有志メンバー】
岸田文雄(第101代内閣総理大臣）、麻生太郎（第92代内閣総理大臣）、逢沢一郎（衆議院議員）、
北村経夫（参議院議員）、中川雅治（元参議院議員）、平沢勝栄（衆議院議員）、福田達夫（衆議院議員）、
元宿 仁（自由民主党本部事務総長）、松原 仁（衆議院議員）、山本有二（衆議院議員）
※諸般の事情により、変更が生じる場合があります。

　この美術展は、その年の時事問題を中心にテーマを掲げ、そのテーマにふさわしい人物を選び出し、出展交渉を行い、あわせて各部門の作品を選考し、全体を構成するという、他では類を見ない展覧会として国内外
から注目されているものでもあります。
　平成11年（1999）からはじめたこの展覧会は、今年で27年目を迎えますが、これまでの出展者総数は1795名、総来場者数は全国135会場で290万人を数えるまでに発展し、目指してきたEntertainment Artという
分野が確実に育ち確固たる地位を確立することができ、絵画が身近になったことを大変嬉しく思っております。
　本展をスタートする時から社会貢献の役割をも担いたいと考え、当初は福祉事業へのチャリティーとして、ＮＨＫ厚生文化事業団の活動を７年間に亘って支援して参りました。そして、それ以降の20年間は日本文化を
伝承することの重要性を考え、伝統芸術・伝統技術の再興を支援して参りました。しかし、近年の自然災害により貴重な文化財が危機に瀕している状況に鑑み、今後、当分の間は本展を文化財保護・救済活動支援チャリ
ティー企画として位置づけ、文化財保護のための支援や文化と伝統を大切にすることの重要性を本展にご出展くださる作家の皆様と共に社会に広めていきたいと考えています。
　こうした考えのもと、文化財保護・支援プロジェクトの一環として、本展の歴史を振り返り、改めて本展の開催意義を確認し、今後の活動に資するため、テーマをあえて「27年の歴史」展としました。歴史を振り返る事は
今を大切にして未来に向けて動く事だと思います。しかし、私たちの世界は今、戦争や自然災害などによって、先人たちが築き上げてきた歴史や文化が破壊されようとしています。特に戦争は私たちから「自由」と「平和」
を奪い、私たちの未来をも脅かす、きわめて危険なものです。「自由」と「平和」、そして戦争や紛争のない安心して心豊かに暮らせる生活環境は私たちすべての人間に与えられた権利であり、世界の人々にとって平等に
大切なものです。
　創造と芸術の力は、あらゆる人類の尊厳を大切にし、人種の差別も無く、言葉の問題も無く自由に自分の心を表現し、主張することで世界をひとつの輪にすることができると信じています。絵画や創作物を観ること
は、単にその歴史的・文化的背景を知り、美的・造形的価値観を他者と共有することだけでは決してないはずです。もちろんそのこと自体はきわめて重要です。しかし、そこにその先にある他者を認め、尊重することを学
び、新たな文化を育む心の重要性を確認する必要があります。その上で心の底から他者を尊重し、人間の尊厳を認め、国際社会の平和と発展に寄与すべきだと思っています。このことを影響力のある作家の皆様の作品
を通して伝えていきたいと思っています。
　　　　　　　　　                                                                                                内閣府・特定非営利活動法人 「日本国際文化遺産協会」　理事長　アートプロデューサー　美術評論家　松岡久美子
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